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実はこれはコストの面からの話をしていますが、コスト削減の話ではなくて、救護施設

と同じくらいの金を投入すれば、もっと社会的に波及効果のある、より良い事業をつうじ

て、地域社会も潤すことのできるウィンウィンモデルを開発できるかもしれないというこ

とを意味します。 
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そして様々な雇用創出が、制度が強制するように支援者と被支援者を二分法的に固定す

ることを克服し、被支援者だった方々も支援の担い手として位置が変わるということがお

こります。被援助者といわれた人が固定しないというのが今日の支援の最先端の考え方で

す。人間のプラスティックな（しなやかな／統合的な）ダイナミクス（力学／原動力）を

考えるような支援を主流化する必要があります。 

図-5 現状の救護施設とふるさと（共同・独居）の公的コスト比較 

図-6 地域経済・雇用促進の循環 
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要するに今までは雨露しのげる、屋根を与えておけばいいというのが旧来の施設や長期

療養病院の考えかたです。そうではなく被支援者が主体性を獲得する、エンパワーメント

(自律を促し支援すること)という言葉はソーシャルワークでお題目のように唱えられてい

ますが、そうではなく、様々な課題や問題を抱えている人たちが生きる力を獲得していく

そういうプロセスを支える仕組みをどう地域に創りだしていくか。まさにエンパワーメン

トを目指した事業モデルに変えないといけないのです。 

  

そういう意味で以下の表を作ったのですが、「産業化」というのは、熊さんと八つぁんが

やった花見酒の経済の事業です。最近これをコミュニティビジネスと呼んでいます。別に

何とかケアサービスという株式会社がある必要はなくて、地域でお金を循環させていける

ような仕組みをどう上手に作っていくかということで、だからふるさとの会の事業はコミ

ュニティビジネスです。ソーシャルビジネスと言ってもいい。要するに目的は収益を上げ

ることではなくて、社会的な地域を活性化していく、それから固定している被支援者とい

われている人たちをパターナリスティック(父権主義的／父親的干渉)に支配し、抑圧する

のではなくて、その人の可能性を引き出すような支援をすることによって、それが逆にい

うとソーシャルコストの削減につながっていくという、経路を見つけ出すそういう作業で

あります。とすれば、まさにこの循環の過程の中で生業するということは、これからの日

本の社会にとって戦略的な意味を有する事業です。 

今後経済成長の時代は終わり、経済縮小の時代に向かいます。1億 2000 万人の人口が 22

世紀に 4000 万になるという人口減少社会の中でこれから巨大に膨れ上がる団塊世代の高齢

者をどうマネジメントするかと、これは高齢者を比喩にして言っていますが、様々な形で

ディベンデント(依存的な)人たちが増える、それをどう抱え込むか、市場経済原理主義で

は解決つかないもので、連帯経済というべき発想が必要で、その連帯経済を担うのがまさ

に本来の NPO の役割です。 
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1942 年に、福祉国家構想を提起したベヴァリッジがこういうことを言っているのです。

「窮乏というのは我々の行く手を阻む巨人だけれども、窮乏の解決というのはもしかした

ら他の 4 つの問題と比べると簡単かもしれない。その 4 つとは、疾病（Disease）、無知

（Ignorance）、陋穢（ろうあい Squalor）、無為（Idleness）で、窮乏に対する戦いより

もっと困難かもしれない」と。 

要するに、生活困窮の問題は確かに窮乏への闘いではあるけれど、同時にその人格的発

達が様々な形で損なわれた青年たちの無為の問題だし、ターミナルの受け皿としては不適

切な陋穢の問題であり、無知のもたらす生活困難の問題であります。 

しかしこれらの解決は単なる箱もの（が解決策）としての近代が作り出した従来型施設

ではないことは明らかで、地域を基盤として支援を創出するという改めて大変普遍的な課

題があります。 

本年の研究は多岐にわたるものですが、そのモチーフは以上のようなものではないかと

考え、本報告書の結論にさせていただきます。 

  

本稿は2011年 10月 10日に開催された支援付き住宅推進会議と特定非営利法人ふるさとの会の共催によ

るシンポジウムでの発言の速記録をもとに、本報告書の後書きにふさわしいように修正を加えた。 

  

 




